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顎骨を含む生体骨は、骨解剖学的部位に依存したコラーゲン線維／アパタイト結晶からなる骨基質

配向性を示し、その度合いや優先方向性は、骨強度を支配する主要な骨質因子の 1 つである[1] 。骨

基質配向性は、メカニカルストレスと深く関係しつつ変化するが、現状での骨代替デバイスはそのほ

とんどが骨量や骨密度に注目して開発されてきた。 

近年の研究により、骨基質配向性は、正常骨・再生骨・疾患骨などにおいて、骨量や骨密度以上に

敏感に変化することが解明されてきた[2]。したがって、骨量・骨密度の増加に加えて、骨基質配向性

の部位に応じた骨質の健全化を誘導するための革新的な骨デバイス開発戦略が必須である。 

未来型の骨医療は、初期から最適な骨基質配向性を誘導可能な骨系細胞の仕組みを理解し、初期に

荷重が負荷されない骨代替デバイスにおいても、最適な骨基質の産生を促進する必要がある。骨組織

が持つ本来の基質配向性を人為的に引き出すことは、次世代インプラントの開発に不可避な設計指針

である。 

本講演では、金属 3D プリンティングにより、チタン合金粉末を用いて開発された骨基質配向化誘

導を可能とする新規脊椎間スペーサーを紹介する。当該脊椎間スペーサーは、骨基質配向性を初期か

ら誘導可能とする Honeycomb Tress Structure（HTS）を採用し、2022 年 9 月から大規模臨床応用され

ている[3]。 

こうした技術は顎骨を含む他の骨部位への臨床応用が可能となり、健全な骨再生を早期に促すため

の新しい骨質治療を可能とする。 
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